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日
頃
か
ら
、
東
京
都
の
フ
ロ
ン
対
策
・

産
業
保
安
対
策
に
つ
い
て
ご
協
力
ご
理

解
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、J
R
E
C
O
を
は
じ
め
、R
R
C

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
フ
ロ
ン

排
出
抑
制
法
の
円
滑
な
運
用
に
向
け
て

ご
尽
力
い
た
だ
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
フ
ロ
ン
を
め
ぐ
る
動
向
で
す

が
、
ご
承
知
の
よ
う
に
世
界
で
は
、
段

階
的
に
フ
ロ
ン
の
生
産
や
販
売
の
規
制

が
進
む
な
ど
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
や
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
向
け
た
取
組
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

国
内
で
も
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
特
定
フ
ロ
ン
の
新
規
生
産
や
輸
入

の
全
廃
、
ま
た
、
令
和
２
年
に
は
改
正

フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
が
施
行
し
、
業
務

用
冷
凍
空
調
機
器
の
廃
棄
時
の
フ
ロ
ン

回
収
が
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
義
務
や

罰
則
等
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
は
、
2
0
5
0
年
の
C
O₂

排
出
実
質
ゼ
ロ
に
貢
献
す
る
「
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
東
京
戦
略
」
や
2
0
3
0

年
ま
で
に
都
内
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
2
0
0
0
年
比
で
半
減
を
目
指

す
「
カ
ー
ボ
ン
ハ
ー
フ
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
フ
ロ
ン
つ
い
て

は
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
65
％
削
減

（
2
0
1
4
年
度
比
）
を
目
標
に
掲
げ

て
お
り
、「
①
ノ
ン
フ
ロ
ン
機
器
へ
の
転

換
②
使
用
時
の
漏
洩
対
策
③
機
器
廃
棄

時
の
回
収
率
向
上
」
を
中
心
と
し
た
取

組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
、
そ
の
内

容
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

１ 

ノ
ン
フ
ロ
ン
機
器
等
の
導
入
促
進

　

フ
ロ
ン
排
出
量
の
削
減
に
は
、
ノ
ン

フ
ロ
ン
機
器
の
普
及
拡
大
に
よ
り
、
フ

ロ
ン
の
使
用
機
器
を
大
幅
に
削
減
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

都
で
は
平
成
31
年
度
か
ら
「
省
エ
ネ

型
ノ
ン
フ
ロ
ン
機
器
導
入
促
進
事
業
」

を
実
施
し
、
ノ
ン
フ
ロ
ン
冷
凍
冷
蔵

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
等
を
導
入
す
る
事
業
者

に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

補
助
内
容
は
段
階
的
に
拡
充
し
て
お
り
、

令
和
6
年
度
は
、
中
小
企
業
等
に
加

え
て
、
大
企
業
も
補
助
対
象
に
し
ま
し

た
。
補
助
率
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業

等
は
2
分
の
1
か
ら
3
分
の
2
に

引
き
上
げ
た
ほ
か
、
大
企
業
に
つ
い
て

は
、
2
分
の
1
と
し
て
い
ま
す
。
補

助
金
申
請
実
績
は
累
計
1,
1
0
0
台

で
、
う
ち
今
年
度
は
既
に
2
6
9
台
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
の
53
台
を
大
幅

に
上
回
っ
て
い
ま
す
（
令
和
6
年
9

月
末
現
在
）。

　

補
助
金
の
申
請
は
、
令
和
7
年
3

月
末
ま
で
受
け
付
け
る
予
定
で
す
の
で
、

是
非
と
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
都
で
は

引
き
続
き
、
ノ
ン
フ
ロ
ン
機
器
の
普
及

拡
大
に
向
け
た
取
組
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

２ 

使
用
時
の
漏
洩
対
策

　

フ
ロ
ン
機
器
に
お
け
る
使
用
中
の
漏

え
い
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
日
頃
の
機
器

管
理
・
点
検
が
不
可
欠
で
す
。

安全

冷媒漏えい検知器p10

冷凍空調機器
p4
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都
で
は
、
年
間
漏
え
い
量
が
Ｃ
Ｏ
２

換
算
で
1
,
0
0
0
ト
ン
以
上
の
特
定

漏
え
い
者
等
の
中
か
ら
、
重
点
立
入
事

業
所
を
抽
出
し
、
機
器
の
管
理
状
況
な

ど
を
検
査
し
て
い
ま
す
。
立
入
は
、
フ

ロ
ン
Ｇ
メ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
専
門
職

員
が
行
っ
て
お
り
、
各
種
帳
票
類
の
記

載
内
容
や
機
器
の
管
理
状
況
な
ど
を
実

際
に
確
認
し
、不
適
切
な
場
合
は
、指
導・

勧
告
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
令
和
4
年
度
・
5
年

度
は
、
フ
ロ
ン
漏
え
い
の
削
減
に
寄
与

す
る
先
進
技
術
（
遠
隔
監
視
等
）
を
公

募
し
、
都
と
事
業
者
に
よ
る
共
同
事
業

と
し
て
、
冷
媒
の
漏
え
い
を
早
期
に
検

知
す
る
技
術
の
効
果
の
検
証
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。
遠
隔
監
視
等
の
技
術
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
フ
ロ
ン
の
漏
え
い

早
期
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
や
、
冷
媒

不
足
の
状
態
で
は
運
転
効
率
が
低
下（
消

費
電
力
が
増
加
）
す
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
機
器
管
理
者
等
へ
の
立
入
検

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
遠
隔
監
視

等
の
新
技
術
の
導
入
を
さ
ら
に
促
進
し

て
い
く
予
定
で
す
。

３ 

機
器
廃
棄
時
の
回
収
率
向
上

　

都
内
に
お
け
る
フ
ロ
ン
回
収
量
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、令
和
5
年
度
は
、

令
和
元
年
度
の
約
1・7
倍
に
当
た
る

約
41
万
3
千
ｔ
で
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
で
は

廃
棄
時
に
お
け
る
フ
ロ
ン
回
収
率
は
低

迷
し
て
お
り
、
今
後
、
フ
ロ
ン
を
更
に

回
収
し
て
く
た
め
に
は
、
充
塡
回
収
業

者
の
技
術
力
向
上
を
図
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

都
で
は
、
先
述
し
た
フ
ロ
ン
Ｇ
メ
ン

に
よ
る
、
建
物
解
体
現
場
等
へ
の
立
入

検
査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
際
の
立

入
等
で
は
、
フ
ロ
ン
を
回
収
せ
ず
に
空

調
機
の
配
管
を
切
断
し
て
い
た
事
例
や

フ
ロ
ン
を
回
収
せ
ず
に
空
調
機
器
を
廃

棄
物
処
理
業
者
に
引
き
渡
し
て
い
た
事

例
が
あ
り
、
発
注
者
、
解
体
業
者
、
廃

棄
物
処
理
業
者
等
に
対
し
て
勧
告
や
指

導
を
実
施
し
ま
し
た
。
令

和
3
年
度
・
4
年
度
に
は
、

フ
ロ
ン
の
大
気
放
出
等
を
理

由
に
逮
捕
・
書
類
送
検
さ
れ

た
事
案
も
発
生
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
機
器
廃
棄
時
に
お

い
て
フ
ロ
ン
が
着
実
に
回
収

さ
れ
る
よ
う
、
注
意
喚
起
等

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
充
塡
回
収
業

者
の
技
術
力
向
上
を
図
る
取

組
と
し
て
、
今
後
、
質
の
高

い
技
術
力
等
を
有
す
る
事
業

者
を
都
が
認
定
す
る
制
度
を

創
出
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
こ
う

し
た
事
業
者
の
認
定
制
度
の

創
設
を
見
据
え
、
第
一
種
フ

ロ
ン
類
充
填
回
収
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
充
塡
回
収

業
者
の
皆
様
に
は
、
受
託
事
業
者
を
介

し
て
、
本
取
組
へ
の
ご
協
力
を
お
願
す

る
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

際
は
、
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
機
器
廃
棄
時
の
回
収
率

向
上
に
資
す
る
取
組
を
検
討
し
、
積
極

的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４ 

保
安
講
習
会
の
開
催

　

都
で
は
、
業
界
団
体
と
の
共
催
に
よ

り
、フ
ロ
ン
対
策
の
最
新
動
向
等
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
機
器
管
理
者
や

充
填
回
収
業
者
を
対
象
と
し
た
フ
ロ
ン

対
策
講
習
会
を
、
平
成
25
年
度
か
ら
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
12
月
に
、
区
部
及
び
多

摩
地
区
で
合
計
5
回
開
催
し
、
延
べ

5
0
0
を
超
え
る
事
業
者
に
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
12
月
に
は
区
部
で
、
1
月

は
多
摩
地
域
で
合
計
4
回
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。　

講
演
内
容
は
、
毎
年
、

一
部
変
更
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま

で
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
に
と
っ
て
も
、

役
立
つ
情
報
に
な
っ
て
い
ま
す
。
都
が

講
演
し
た
内
容
は
、
東
京
都
環
境
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す

の
で
、
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

本
講
習
会
は
、
今
後
も
業
界
団
体
と

連
携
し
て
継
続
的
に
開
催
し
、
フ
ロ
ン

対
策
の
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業
者
の

方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
積
極
的
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い

致
し
ま
す
。

５ 

都
に
お
け
る
今
後
の
施
策
展
開

　　

昨
年
は
、
カ
ー
ボ
ン
ハ
ー
フ
等
の
目

標
の
実
現
に
向
け
、
フ
ロ
ン
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
に
係
る
課
題
を
把
握
し
、
使

用
時
・
廃
棄
時
を
中
心
と
し
た
対
策
の

加
速
に
つ
な
げ
る
た
め
、
専
門
的
な
見

地
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
フ
ロ
ン
対
策
検
討
会
を
設
置
し
、
こ

れ
ま
で
計
2
回
、
ご
議
論
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
同
検
討
会
で
の
議
論

を
参
考
に
、
都
の
フ
ロ
ン
対
策
の
強
化

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
都
の
目
標
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
フ
ロ
ン
に
関
わ
る
事
業
者

の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
引
き
続
き
、
都
の
フ
ロ
ン
対
策

に
御
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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地
球

環
境
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

開
催
さ
れ
た
環
境
関
連
の

二
つ
の
国
際
会
合

1 

初
め
に

　

毎
年
こ
の
時
期
は
環
境
問
題
に
関
す

る
国
際
会
議
の
開
催
が
多
く
な
り
、

ざ
っ
と
上
げ
て
も
表
１
ほ
ど
の
会
合
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
中
で

も
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
二
つ
の
会

合
、
「
G

20
環
境
・
気
候
持
続
可
能
性

大
臣
会
合
」
と
「
G

20
エ
ネ
ル
ギ
ー
移

行
大
臣
会
合
」
を
取
り
上
げ
て
み
た
い

と
思
う
。

2  

背
景

　

今
回
ブ
ラ
ジ
ル
が
G

20
の
議
長
国
で

あ
る
こ
と
か
ら
二
つ
の
会
合
が
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
が
、
環
境

関
連
の
会
合
と
い
う
視
点
か
ら
見
る

と
、
も
う
一
つ
に
2
0
2
5
年
11
月

の
C
O
P

30
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
ベ
レ
ン

（
ベ
レ
ン
は
ア
マ
ゾ
ン
河
口
の
人
口

1
5
0
万
の
都
市
）
で
開
催
予
定
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
布
石
の
意
味
が
大

き
い
と
さ
れ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
世
界

最
大
の
熱
帯
雨
林
ア
マ
ゾ
ン
を
有
し
、

水
力
や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
豊
富
な
グ
リ
ー
ン
大
国
と
し
て

知
ら
れ
、
2
0
2
3
年
に
成
立
し
た
新

政
権
は
前
政
権
が
消
極
的
だ
っ
た
環
境

政
策
を
立
て
直
し
、
世
界
か
ら
注
目
を

集
め
て
い
る
。

3 

G
20
環
境
・
気
候

　 

持
続
可
能
性
大
臣
会
合

　

ま
ず
一
つ
目
と
し
て
10
月
3
日
に

ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

『
G

20
環
境
・
気
候
持
続
可
能
性
大
臣

会
合
』
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
合
で

は
、
気
候
変
動
、
生
物
多
様
性
の
損

失
、
砂
漠
化
、
海
洋
・
土
壌
の
劣
化
・

汚
染
、
干
ば
つ
と
い
っ
た
危
機
へ
の
対

応
強
化
が
合
意
さ
れ
、
34
項
目
に
わ
た

る
共
同
宣
言
に
纏
め
ら
れ
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。
こ
の
内
容
は
大
き
く
4

つ
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
要
約
し
た
も

の
を
（
表
2
）
に
示
す
。
こ
の
共
同
宣

言
は
11
月
18
日
～
19
日
の
G

20
サ
ミ
ッ

ト
に
参
加
す
る
各
国
首
脳
に
提
出
さ
れ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4  

G
20
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
行
大
臣
会
合

　

二
つ
目
と
し
て
10
月
4
日
に
同
じ

ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

『
G

20
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
行
大
臣
会
合
』

が
開
催
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
閣
僚
宣
言

と
し
て
纏
め
ら
れ
た
。
そ
の
閣
僚
宣
言

の
中
で
は
、
 1
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
達
成
に
貢
献
す
る
に
は
、
途
上
国

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
緊
急
性

を
認
識
し
、
 2
こ
れ
を
踏
ま
え
、
ブ
ラ

ジ
ル
が
設
立
を
提
案
し
た
G
C
E
P

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
世
界
連
合
）
の
設

立
が
発
表
さ
れ
た
。
 3
エ
ネ
ル
ギ
ー
移

行
に
関
す
る
投
資
は
、
先
進
国
と
途
上

国
で
は
大
き
な
不
均
衡
が
あ
り
、
リ
ス

ク
軽
減
や
公
的
資
金
活
用
に
よ
る
投
資

の
促
進
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
お

り
、
G
C
E
P
は
こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
計
画
に
対
す
る
リ
ス
ク
軽
減
と
資

金
調
達
の
促
進
、
持
続
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
を
支
援
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
 4
C
O
P

28
で
採
択
さ
れ

た
「
2
0
3
0
年
ま
で
に
世
界
全
体
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
容
量
を
3
倍
、

年
間
平
均
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
2
倍
に

す
る
」
と
い
う
目
標
実
現
に
向
け
、

G
20
メ
ン
バ
ー
国
に
対
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
に
有
利
な
国
際
環
境
づ
く
り

を
主
導
す
る
よ
う
求
め
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

5  

ま
と
め

　

今
回
二
つ
の
国
際
会
合
を
紹
介
し
た

が
、
一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
要

所
要
所
で
資
金
調
達
の
議
論
が
な
さ

れ
、
成
果
文
書
等
に
そ
の
こ
と
が
散
り

ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
昨
年

度
の
C
O
P

28
で
、
資
金
運
営
や
そ
の

運
営
機
関
等
の
設
立
は
ほ
ぼ
既
定
路
線

と
な
っ
た
が
、
そ
の
具
体
案
に
つ
い
て

11
月
の
C
O
P

29
に
向
け
た
前
哨
戦
あ

る
い
は
地
な
ら
し
と
し
て
の
位
置
づ
け

が
大
き
い
。

　

も
う
一
つ
の
視
点
は
C
O
P
3
0
開

催
予
定
国
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
存
在
で

あ
る
。
B
R
I
C
S
あ
る
い
は
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
し
て
存
在
感
を
増
し

て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
が
ア
マ
ゾ
ン
（
と
い

う
環
境
資
源
？
）
を
引
っ
提
げ
て
世
界

の
環
境
舞
台
に
登
場
し
て
き
た
と
こ
ろ

に
世
界
は
注
目
し
て
い
る
。

　

来
年
の
C
O
P

30
は
30
回
目
と
い
う

節
目
で
も
あ
り
、
そ
こ
に
向
け
て
ブ
ラ

ジ
ル
と
い
う
新
し
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
登

場
す
る
こ
と
で
、
気
候
変
動
に
対
応
す

る
国
際
的
取
組
み
の
進
展
と
、
議
論
が

深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

海洋
持続可能な海洋資源の利用や海洋生物多様性保全に向けた対策を、各国の「国が決定
する貢献（NDC）」や「生物多様性国家戦略および行動計画（NBSAP）」に入れ込むこ
とを推奨する。

生態系保護活動への
資金供給

森林を保全する国々に大量の資金を提供する具体的仕組みとして、COP28でブラジ
ルが提案した熱帯雨林保護基金「トロピカル・フォレスト・フォーエバー・ファシリティ
（TFFF）」の設立を評価する。

気候変動における
適応行動と
資金の強化

開発途上国の気候変動適応力強化のため、①知識・技術基盤を強化し、②適応する技
術開発を優先事項と位置づけ、③公的資金を中心とした資金調達を模索し、④民間投
資促進のための枠組み構築を推進する。

廃棄物と
循環型経済

化学物質・廃棄物の適正管理と汚染防止に関する新しい政府間科学政策パネルを設立
し、2024年末までに法的拘束力を持つ国際文書を作成することを推奨する。

（表１）

（表２）

日　程 会　議
10月3日 G20環境・気候持続可能性大臣会合（ブラジル）
10月4日 G20エネルギー移行大臣会合（ブラジル）
10月21～11月1日 生物多様性条約第16回締約国会議（コロンビア）

10月23日～25日 G20財務・中央銀行総裁会議（アメリカ）
≪環境案件のフィナンシャル部分≫

11月11日～22日 気候変動枠組条約第29回締約国会議
（COP29、アゼルバイジャン）

11月18日～19日 G20サミット（ブラジル)
11月25日～12月1日 プラスチック汚染対策条約制定会議（韓国）
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技
術
セ
ン
タ
ー
発
行
の
「
フ
ロ
ン
回
収

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
、
「
冷
媒
回
収
処
理

フ
ロ
ン
大
気
排
出
削
減
ガ
イ
ド
」
、
並

び
に
日
本
冷
凍
空
調
設
備
工
業
連
合
会

発
行
の
「
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
フ
ル

オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
漏
え
い
点
検
・
修
理
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン　

J
R
C 

G
L
︲
01
：

2
0
2
3
」
等
に
準
拠
し
た
適
切
な
冷

媒
回
収
及
び
気
密
試
験
を
行
い
、
漏
え

い
箇
所
の
特
定
と
修
理
を
行
い
運
用
す

る
こ
と
で
、
最
低
限
の
被
害
に
抑
え
る

事
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
冷
凍
空
調
工
業
会
で
は

フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
で
の
業
務
用
冷
凍

空
調
機
器
の
管
理
者
様
並
び
に
所
有
者

様
と
フ
ロ
ン
充
填
回
収
業
者
様
を
対
象

に
啓
発
活
動
を
行
う
た
め
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
機
器
の

管
理
者
様
並
び
に
所
有
者
様
へ
は
フ
ロ

ン
排
出
抑
制
法
の
遵
守
、
漏
え
い
を
防

ぐ
た
め
の
日
常
点
検
の
励
行
、
積
極
的

な
保
守
管
理
の
実
施
、
回
収
業
者
様
へ

は
法
令
を
遵
守
し
た
作
業
の
実
施
、
安

全
対
策
を
施
し
た
う
え
で
漏
え
い
を
防

止
の
喚
起
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
加
え

て
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
に
つ
い

て
Q
&
A
も
作
成
さ
れ
て
お
り
、
日
本

冷
凍
空
調
工
業
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
当
該
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御

参
照
く
だ
さ
い
。

安
全
令
和
5
年
度

高
圧
ガ
ス
事
故
の
状
況

　

令
和
5
年
の
高
圧
ガ
ス
の
事
故
件
数

は
前
年
の
7
3
3
件
に
対
し
6
9
3
件

（
対
前
年
40
件
減
。
約
5
・
4
%
の
減

少
）
、
こ
の
う
ち
噴
出
・
漏
洩
に
関
す

る
事
故
が
約
6
割
の
6
2
0
件
（
対
前

年
50
件
減
。
約
7
・
4
%
の
減
少
）
で

し
た
。

　

そ
の
う
ち
製
造
事
業
所
に
お
け
る
事

故
は
前
年
の
6
4
5
件
に
対
し
5
9
8

件
（
対
前
年
47
件
減
。
約
7
・
2
%
の

減
少
）
と
令
和
5
年
は
全
て
の
製
造
事

業
所
で
事
故
件
数
が
減
少
し
た
が
、
令

和
元
年
以
降
製
造
事
業
所
に
お
け
る
事

故
の
う
ち
約
半
数
程
度
が
冷
凍
事
業
所

で
発
生
し
て
い
る
傾
向
は
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
（
5
9
8
件
の
う
ち
、
冷
凍
製

造
事
業
所
で
の
事
故
は
2
9
1
件
。
約

49
%
）
。

　

現
象
別
の
事
故
件
数
は
、
約
9
割
が

噴
出
・
漏
え
い
に
よ
る
事
故
で
あ
り

（
6
9
3
件
の
う
ち
、
噴
出
・
漏
え
い

は
6
2
0
件
。
89
%
）
、
そ
の
一
方
、

そ
れ
以
外
の
爆
発
、
火
災
、
破
裂
・
破

損
等
の
事
故
件
数
は
相
対
的
に
低
水
準

と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
大
多
数
を

占
め
る
噴
出
・
漏
え
い
に
よ
る
事
故
は

人
的
被
害
や
地
球
環
境
に
被
害
を
与
え

る
だ
け
で
な
く
、
設
備
の
修
繕
・
修
理

を
含
め
た
被
害
も
2
次
的
に
発
生
し
ま

す
の
で
、
適
切
な
対
応
が
必
要
で
す
。

　

事
故
件
数
を
原
因
別
に
見
る
と
、
設

備
の
維
持
管
理
不
良
（
6
9
3
件
の
う

ち
2
7
7
件
）
が
例
年
同
様
約
40
%
程

度
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
半
数

が
腐
食
管
理
不
良
（
2
7
7
件
の
う
ち

1
4
1
件
）
の
発
生
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
ま
た
、
人
身
事
故
の
件
数
に
つ
い

て
は
前
年
の
30
件
に
対
し
40
件
と
増

加
、
死
者
も
3
名
（
対
前
年
1
名
増

加
）
、
負
傷
者
に
つ
い
て
は
58
名
（
対

前
年
25
名
増
加
）
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法

に
お
け
る
重
大
事
故
（
B
1
級
）
も
4

件
（
対
前
年
2
件
増
）
と
前
年
よ
り
も

被
害
及
び
件
数
と
も
に
増
え
て
い
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、

冷
凍
製
造
所
に
お
け
る
重
大
事
故
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他
の
製
造
所
等

に
お
け
る
死
亡
者
及
び
負
傷
者
が
事
故

も
多
数
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作

業
時
に
は
作
業
準
備
、
手
順
の
確
認
等

を
怠
る
こ
と
な
く
安
全
な
作
業
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
に
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る

様
々
な
事
故
発
生
の
抑
制
に
あ
た
っ
て

は
、
日
常
的
な
点
検
が
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
例
と
し
て
、
フ
ロ
ン

排
出
抑
制
法
に
基
づ
く
点
検
が
必
要
な

第
一
種
特
定
製
品
に
つ
い
て
は
３
か
月

に
１
回
以
上
、
所
有
者
（
管
理
者
）
に

よ
る
定
期
的
な
簡
易
点
検
の
実
施
、
さ

ら
に
圧
縮
機
用
電
動
機
の
定
格
出
力
が

7
・
5
k
W
以
上
の
場
合
に
は
専
門
知

識
を
有
す
る
者
に
よ
る
定
期
点
検
を
適

切
な
方
法
で
行
い
、
記
録
を
残
す
こ
と

が
必
要
で
す
。
も
し
日
常
の
点
検
等
で

異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
メ
ー

カ
等
に
よ
る
点
検
を
含
め
て
原
因
の
追

究
を
行
い
、
漏
え
い
が
発
生
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
漏
え
い
箇

所
の
特
定
と
修
理
を
冷
媒
回
収
推
進
・

一
般
社
団
法
人
　
日
本
冷
凍
空
調
工
業
会

冷
凍

空
調

機
器
冷
媒
の
変
革
時
期
を

迎
え
ま
す
！

　

国
内
で
は
オ
ゾ
ン
層
保
護
法
に
よ
り

フ
ロ
ン
類
の
製
造
・
消
費
量
（
C
O
2
換

算
）
の
削
減
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
毎
年

フ
ロ
ン
類
を
使
用
し
て
い
る
出
荷
製
品

群
毎
に
適
用
さ
れ
る
冷
媒
の
地
球
温
暖

化
係
数
（
G
W
P
）
の
目
標
値
と
そ
の

達
成
時
期
を
追
加
設
定
す
る
審
議
が
経

済
産
業
省
産
業
構
造
審
議
会
の
フ
ロ
ン

類
等
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
※
フ
ロ
ン
排
出

抑
制
法
に
お
け
る
指
定
製
品
制
度
）

　

一
番
初
め
に
新
製
品
に
充
塡
さ
れ
る

冷
媒
の
地
球
温
暖
化
係
数
達
成
目
標
及

び
達
成
目
標
年
度
が
設
定
さ
れ
た
機
器

は
、
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

で
、
そ
の
目
標
年
度
は
2
0
1
8
年
、

目
標
G
W
P
値
7
5
0
で
し
た
。
そ
こ

か
ら
約
10
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
一
部

機
器
は
適
応
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

冷
凍
空
調
機
器
の
ほ
ぼ
８
～
9
割
近
く

の
機
器
に
て
目
標
値
お
よ
び
目
標
年
度

が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
ま
で
に

機
器
毎
に
設
定
さ
れ
た
目
標
年
度
は

2
0
1
8
～
2
0
3
1
年
、
ま
た
目
標

G
W
P
は
10
～
1
5
0
0
ま
で
の
非
常

に
広
範
囲
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
既
に
内

蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
な
ど
の
製
品
群
は
最

終
目
標
の
グ
リ
ー
ン
冷
媒
に
移
行
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ
全
て

の
冷
凍
空
調
機
器
で
2
0
3
1
年
ま

で
に
冷
媒
が
転
換
さ
れ
る
事
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
に
付
き
ま
し
て
は
、
第
２
ス
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テ
ッ
プ
の
冷
媒
転
換
を
現
在
検
討
し
て

お
り
、
欧
州
の
冷
媒
規
制
と
共
に
今
後

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
冷
凍
空
調
工
業
会
に
対
し
ま
し

て
も
、
こ
の
指
定
製
品
の
目
標
値
、
目

標
年
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
が

フフロロンン排排出出抑抑制制法法のの指指定定製製品品ににおおいいてて環環境境影影響響度度のの目目標標値値及及びび目目標標年年度度がが定定めめらられれたたもものののの一一覧覧表表
2024．10.10

下下記記はは22002244年年1100月月11日日公公布布のの省省令令告告示示分分をを追追加加ししてて、、日日本本冷冷凍凍空空調調工工業業会会がが調調査査ししたた内内容容ををままととめめたたももののでですす。。 日日本本冷冷凍凍空空調調工工業業会会

              のの部部分分はは、、大大括括りり化化とと称称ししてて従従来来設設定定済済だだっったた製製品品のの範範囲囲をを拡拡張張しし、、目目標標値値、、目目標標年年度度をを再再設設定定ししたたももののでですす。。

従従来来設設定定済済だだっったた目目標標はは廃廃止止日日ままでではは有有効効でで、、施施行行日日をを境境にに再再設設定定ししたた目目標標にに切切りり替替わわりりまますす。。

環環境境影影響響度度
のの目目標標値値

目目標標年年度度 施施行行日日 廃廃止止日日

⑤中央方式エアコンディショナーのうち，容積圧縮式冷凍機を用い
るもの（空調用チリングユニットのみ，蒸発器の出口における熱媒
体等の温度の下限値が－10 ℃以上のものに限る。））

済み 2029年3月31日

2029年4月1日 ―

⑦ビル用マルチエアコンディショナー（新設及び冷媒配管一式の更
新を伴うものに限り，冷暖同時運転型や寒冷地用等を除く。）

済み 2027年3月31日

2027年4月1日 ―

⑨ガスエンジンヒートポンプエアコンディショナー（新設及び冷媒
配管一式の更新を伴うものに限り，冷暖同時運転型や寒冷地用等を
除く。）

済み 2029年3月31日

2029年4月1日 ―

⑪設備用エアコンディショナー（新設及び冷媒配管一式の更新を伴
うものに限り，電算機用，中温用，一体型等の特定用途対応機器等
を除く。）

済み 2029年3月31日

2029年4月1日 ―

済み ―

済み ―

済み ―

エアコンディショナー、冷凍冷蔵機器の製造業者等の判断の基準となるべき事項

第一 環境影響度の目標値及び目標年度
指定製品のうち、使用するフロン類の環境影響度の目標値及び目標年度が定められる製品の製造業者等は、以下の表の区分ごとに、目標年度以降に国内向けに出荷する製品のフロン
類等の環境影響度について、製造業者等ごとに出荷する製品の環境影響度を出荷台数で加重平均した値が、区分毎に定められた目標値を上回らないようにすることとされている。

第二 指定製品の製造業者等が取り組むべき事項について
指定製品の製造業者等全て（使用するフロン類の環境影響度の目標値及び目標年度が定められていない指定製品を含む）を対象として、以下のとおり規定している。
なお、ノンフロン製品は、指定製品にはあたらないが、指定製品を製造等している事業者（専ら、ノンフロン製品の製造等をしている事業者を除く）であれば、指定製品の製造業者
等にあたるため、当該ノンフロン製品に対しても、管理者・消費者が判断できるよう、フロンラベル（JIS Z7161）やノンフロンラベル（経済産業省オゾン室HP）を貼付することが望
ましい。
・製造業者等は、フロン類の製造業者やフロン類使用製品の管理者と連携し、安全性、経済性、健康影響等に配慮しつつ、フロン類を使用しない製品や環境影響度の低い冷媒等
　を用いた製品の開発及び商品化に努めるものとする。
・製造業者等は、製品の設計及び製造等に当たっては、施工事業者等とも連携し、フロン類の充塡量の低減、一層の漏えい防止、回収のしやすさ等に配慮するとともに、これらの情報を開示する。
・製造業者等は、施工事業者等とも連携し、冷蔵機器及び冷凍機器の管理者や消費者にもフロン類使用製品に係る使用の合理化や管理の適正化への取組の必要性について容易に理解が可能な表示の
　充実に努めるものとする。

第三 表示事項等
法第14条で定められた表示事項であり、指定製品のうち、使用するフロン類の環境影響度の目標値及び目標年度が定められる製品の製造業者等を対象として、以下を規定している。
(ただし、自動車用エアコンディショナーは規定内容が異なる）
＜本体への表示事項＞ ＜カタログへの表示事項＞
・使用するフロン類等の種類、数量及び環境影響度 ・本体への表示事項
・品名及び形名 ・目標値及び目標年度
・製造業者等の氏名又は名称

―

冷暖切替型

済み ―

専専らら噴噴射射剤剤ののみみをを充充塡塡ししたた噴噴霧霧器器（（不不燃燃性性をを要要すするる用用途途ののももののをを除除くく。。））

―済み

済み

済み

済み

済み

済み ―

―

―

―

―

②ショーケース（圧縮機の定格出力750 W 以下のものに限る。）

指指定定製製品品のの区区分分 具具体体的的製製品品のの事事例例
現現在在使使用用さされれてていいるる主主なな
フフロロンン類類のの種種類類及及びびGGWWPP

セパレート型，マルチ型

業業務務用用一一体体型型冷冷凍凍冷冷蔵蔵機機器器（（内内蔵蔵型型小小型型冷冷凍凍冷冷蔵蔵機機器器））

天井埋込カセット型，天井埋込型，天吊型，壁掛型等

天井埋込カセット型，天井埋込型，天吊型，壁掛型等

済み 2029年3月31日

2029年4月1日 ―

2029年4月1日 ―

空調用チリングユニット，産業用チリングユニット，ブラインチリ
ングユニット，熱回収式チリングユニット，給湯用チリングユニッ
ト等

2025年4月1日 ―

④中央方式エアコンディショナーのうち，ターボ冷凍機を用いるもの
（蒸発器の出口における熱媒体等の温度の下限値が－ ℃以上のもの
に限る。）

ターボ冷凍機

済み ―

業業務務用用エエアアココンンデディィシショョナナーー

①床置型等を除く，法定冷凍能力3トン未満のもの

済み 2025年3月31日

店舗・事務所用エアコンディショナー全機種（厨房用を含む）

済み 2025年3月31日

②床置型等を除く，法定冷凍能力3トン以上のもの

空調用チリングユニット

済み

冷暖切替型，冷暖同時型，寒冷地用，発電外部出力型，ハイブリッ
ド型，水冷却加熱装置搭載型，電算機用等

冷暖切替型

冷暖切替型，冷暖同時型，寒冷地用，水冷式，氷蓄熱型等

①有効容積が５万㎥以上の新設冷凍冷蔵倉庫向けに出荷されるものに
限る

冷凍冷蔵倉庫
アンモニア(一桁)

R134a（1430）
②遠心式圧縮式冷凍機を用いるもの（①以外のもの） ターボ冷凍機

③容積圧縮式冷凍冷凍機を用いるものであって，スクリュー式の圧縮
機を用いるもの（①以外のもの）（蒸発器の出口における熱媒体等の
温度の下限値が－40 ℃未満のものを除く。）

④容積圧縮式冷凍冷凍機を用いるものであって，スクリュー式以外の
圧縮機を用いるもの（①以外のもの）（蒸発器の出口における熱媒体
等の温度の下限値が－40 ℃未満のものを除く。）

汎用，工場用，農事用

汎用，工場用，農事用，寒冷地用，電算機用，中温用，クリーン
ルーム用，オールフレッシュ用，スポットエアコン，除湿機，基地
局向け，スルーザウォール式，水冷式等

中中央央方方式式冷冷凍凍冷冷蔵蔵機機器器

自自動動車車用用エエアアココンンデディィシショョナナーー

乗用自動車（定員 人以上のものを除く。）に搭載されるものに限
る。

自動車用エアコンディショナー

トラック（貨物の輸送の用に供するもの）及びバス（乗用定員が 人
以上のもの）に搭載されるものに限る。

トラック用エアコンディショナー，
バス用エアコンディショナー

済み

―

スクロール式ブラインチリングユニット，
ロータリー式ブラインチリングユニット

2025年4月1日 ―

2025年4月1日 ―

スクリュー式ブラインチリングユニット 2025年4月1日

―

硬硬質質ポポリリウウレレタタンンフフォォーームムをを用用いいたた冷冷蔵蔵機機器器及及びび冷冷凍凍機機器器

プレハブ冷蔵庫，定置式冷凍冷蔵ユニット等

冷凍機別置型ショーケース

冷凍機別置型ショーケース

①コンデンシングユニット及び定置式冷凍冷蔵ユニットにおいて，圧
縮機，蒸発器及び凝縮器が同一の筐体内に配置されていないもの（圧
縮機の定格出力1.5 kW以下のもの及び蒸発器における冷媒の蒸発温度
の下限値が－45 ℃未満のものを除く。）

冷凍機内蔵型ショーケース

②コンデンシングユニット及び定置式冷凍冷蔵ユニットにおいて，①
に掲げるもの以外のもの（蒸発器における冷媒の蒸発温度の下限値が
－45 ℃未満のものを除く。）

コンデンシングユニット及び定置式冷凍冷蔵ユニット（圧縮機の定
格出力1.5 kW以下のもの及び蒸発器における冷媒の蒸発温度の下限
値が－45 ℃未満のものを除く。）

(1)，DME(1)

家家庭庭用用エエアアココンンデディィシショョナナーー（（窓窓型型，，壁壁貫貫通通型型，，高高気気密密住住宅宅向向等等をを除除
くく。。））

③店舗・事務所用エアコンディショナー

⑥中央方式エアコンディショナーのうち、容積圧縮式冷凍機を用いる
もの（蒸発器の出口における熱媒体等の温度の下限値が－10 ℃以上の
ものに限る。）

⑧ビル用マルチエアコンディショナー（新設及び冷媒配管一式の更新
を伴うものに限る）

⑩ガスエンジンヒートポンプエアコンディショナー（新設及び冷媒配
管一式の更新を伴うものに限る。）

⑫設備用エアコンディショナー（新設及び冷媒配管一式の更新を伴う
ものに限る）

ココンンデデンンシシンンググユユニニッットト及及びび定定置置式式冷冷凍凍冷冷蔵蔵ユユニニッットト

R134a(1430)，R404A(3920)

R410A(2090)，R407C(1770)

硬硬質質ポポリリウウレレタタンンフフォォーームムをを用用いいたた冷冷蔵蔵又又はは冷冷凍凍機機能能ををももつつ自自動動販販売売機機

住住宅宅用用硬硬質質ポポリリウウレレタタンンフフォォーームム用用原原液液

非非住住宅宅用用硬硬質質ポポリリウウレレタタンンフフォォーームム用用原原液液

硬硬質質ポポリリウウレレタタンンフフォォーームムをを用用いいたた断断熱熱材材

①業務用冷凍冷蔵庫（蒸発器における冷媒の蒸発温度の下限値が－45
℃未満のものは除く。）

業務用冷凍庫、業務用冷蔵庫

https://www.jraia.or.jp/outline/refrigerant/flon_list.html

増
え
て
お
り
、
「
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法

の
指
定
製
品
に
お
け
る
環
境
影
響
度
の

目
標
値
及
び
目
標
年
度
が
定
め
ら
れ
た

も
の
の
一
覧
表
」
を
作
成
し
、
H
P
に

掲
載
し
ま
し
た
。
以
下
に
、
一
覧
表
と

U
R
L
を
添
付
い
た
し
ま
す
の
で
是
非

ご
活
用
下
さ
い
。
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が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
正
確
な
数
字
が
計
算
さ

れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
虚
偽
報
告
と

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

①
先
程
の
算
定
漏
え
い
量
の
計
算
で

は
、
「
充
塡
証
明
書
」
に
相
対
す
る

「
回
収
証
明
書
」
が
無
い
た
め
、
「
充

塡
証
明
書
」
の
充
塡
量
が
全
て
算
定
漏

え
い
量
に
計
算
さ
れ
、
本
来
の
算
定
漏

え
い
量
よ
り
多
く
計
算
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
実
際
は
報
告
対
象
で
は
な
い

（
1,
0
0
0
t
︲
C
O
2
未
満
）
の

に
、
報
告
対
象
に
な
っ
て
し
ま
う

（
1,
0
0
0
t
︲
C
O
2
以
上
）
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
間
違
え
を
繰
り
返
す

と
、
所
有
者
や
廃
棄
者
か
ら
の
信
頼
が

得
ら
れ
な
く
な
り
、
受
注
機
会
を
喪
失

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
改
め
、
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

 （
２
）
交
付
を
間
違
え
る
と
、

機
器
の
所
有
者
や
廃
棄
者
に

迷
惑
を
か
け
る

（
法
律
違
反
に
な
る
）

①
機
器
の
廃
棄
者
は
、
機
器
を
廃
棄
す

る
際
、
廃
棄
す
る
機
器
と
一
緒
に
「
引

取
証
明
書
（
写
）
」
を
産
廃
業
者
等
の

引
取
業
者
へ
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
時
に
「
回
収
証
明
書
」
だ

と
、
機
器
を
廃
棄
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
「
回
収
証
明
書
」
で
は
、
廃
棄
機

器
を
引
き
取
っ
て
も
ら
え
な
く
な
り
ま

す
。

②
機
器
の
廃
棄
者
が
、
廃
棄
し
た
機
器

以
外
に
機
器
を
所
有
し
て
い
た
場
合
、

算
定
漏
え
い
量
の
計
算
に
、
す
で
に
廃

棄
さ
れ
た
機
器
の
廃
棄
の
際
に
間
違
っ

て
交
付
さ
れ
た
「
回
収
証
明
書
」
の
回

収
量
を
加
算
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
算
定
漏
え
い
量
の
計
算
は
、

『
「
充
塡
証
明
証
の
充
塡
量
」
か
ら

「
回
収
証
明
書
の
回
収
量
」
』
を
引
い

た
量
（
図
１
）
と
な
り
、
そ
の
差
が
算
定

漏
え
い
量
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

回
収
量
が
多
く
な
り
、
算
定
漏
え
い
量

★機器を廃棄する時に「フロンを回収」した場合は、
　「引取証明書」（行程管理票）を交付する。
★機器の修理やメンテナンス時に「フロンを回収」した場合は、　
　「回収証明書」を交付する。

 

「
引
取
証
明
書
」
と
「
回
収
証
明
書
」

は
、
ど
ち
ら
も
、
冷
凍
空
調
機
器
か
ら

“
フ
ロ
ン
回
収
”
し
た
時
に
交
付
す
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
間
違
い
や
す
い
。

以
前
に
も
、
当
該
紙
面
で
注
意
喚
起
を

し
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
間
違
っ
て
交
付
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
た
め
、
再
度
、
説
明
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 （
１
）
機
器
の
“
廃
棄
時
”
か

“
整
備
時
”
か
、
で
異
な
る

　

そ
も
そ
も
「
引
取
証
明
書
」
は
、
機

器
の
廃
棄
時
に
使
用
す
る
「
行
程
管
理

票
」
の
一
部
で
あ
り
、
一
般
的
な
行
程

管
理
票
の
「
Ｅ
票
」
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
機
器
を
廃
棄
す

る
時
に
は
、
機
器
の
中
に
あ
る
“
フ
ロ

ン
を
回
収
”
を
し
て
、
機
器
を
廃
棄
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に

使
用
す
る
の
が
「
行
程
管
理
票
」
と
な

り
ま
す
。

 

“
廃
棄
”
す
る
機
器
か
ら
“
フ
ロ
ン
を

回
収
”
を
し
た
場
合
に
、
充
塡
回
収
業

者
が
廃
棄
者
に
交
付
す
る
も
の
で
、

「
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
種
類
の
フ
ロ

ン
を
、
何
㎏
回
収
し
た
か
」
等
を
記
載

し
交
付
し
ま
す
。

　

も
う
一
方
の
「
回
収
証
明
書
」
は
、

機
器
の
整
備
時
（
修
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
時
）
に
“
フ
ロ
ン
を
回
収
”
し
た
時

に
交
付
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

機
器
が
故
障
し
て
修
理
を
す
る
場
合

や
、
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
で
、
機
器

に
充
塡
さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
を
回
収
し

な
い
と
修
理
等
が
で
き
な
い
場
合
は
、

機
器
か
ら
“
フ
ロ
ン
を
回
収
”
し
、
修

理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
後
に
、
機
器
に
フ

ロ
ン
を
充
塡
す
る
よ
う
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
一
度
フ
ロ
ン
を
回
収
し

た
時
に
は
、
何
㎏
回
収
し
た
と
記
載
し

た
「
回
収
証
明
書
」
を
機
器
の
所
有
者

に
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
修
理
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
後
に
、
機
器
に
フ
ロ
ン
を
充

塡
し
た
場
合
は
、
何
㎏
充
填
し
た
と
記

載
し
た
「
充
塡
証
明
書
」
を
交
付
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

法
律
「
引
取
証
明
書
」と「
回
収
証
明
書
」の

違
い
に
つ
い
て

２

機
器
の
整
備
時
に
フ
ロ
ン
を
回
収

し
た
場
合
に
、
「
回
収
証
明
書
」

で
は
な
く
、
誤
っ
て
「
引
取
証
明

書
」
を
交
付
し
て
し
ま
っ
た
場
合

１

機
器
の
廃
棄
時
に
フ
ロ
ン
を
回
収

し
た
場
合
に
、
「
引
取
証
明
書
」

で
は
な
く
、
誤
っ
て
「
回
収
証
明

書
」
を
交
付
し
て
し
ま
っ
た
場
合

6



図１
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回
収

技
術
『
低
G
W
P
冷
媒
対
応

フ
ロ
ン
回
収
装
置・回
収
容
器
の
安
全
確
認
』

　

現
在
、
多
く
の
冷
凍
空
調
機
器
で
使

用
さ
れ
て
い
る
H
F
C
冷
媒
は
、
地
球

温
暖
化
係
数
（
G
W
P
）
が
高
い
も
の

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
、
国
際
的
な
規
制
で
あ
る
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
議
定
書
の
キ
ガ
リ
改
正
に
よ

り
、
H
F
C
冷
媒
の
生
産
と
消
費
が
段

階
的
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
日
本
を
含
む
先
進
国
で
は
、
基

準
年
（
2
0
1
1
～
2
0
1
3
年
）
に

対
し
て
、
2
0
2
9
年
ま
で
に
70
％
、

2
0
3
4
年
ま
で
に
80
％
、
2
0
3
6

年
ま
で
に
85
％
削
減
す
る
目
標
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
制
に
よ
り
、

業
界
で
は
高
G
W
P
の
冷
媒
か
ら
低

G
W
P
冷
媒
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
毎
年
新
し
い
低
G
W
P
冷
媒
が

リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
低
G
W
P
冷
媒
が
市
場
に
登

場
す
る
と
、
各
メ
ー
カ
ー
は
自
社
の
フ

ロ
ン
回
収
装
置
が
そ
の
新
し
い
冷
媒
に

対
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
高
圧
ガ

ス
保
安
法
に
基
づ
い
て
確
認
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
回
収
可
能
か
ど
う
か
の

判
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

各
メ
ー
カ
ー
の
回
収
装
置
が
対
応
可

能
な
冷
媒
に
つ
い
て
は
、
（
一
財
）
日
本

冷
媒
・
環
境
保
全
機
構
（
J
R
E
C
O
）

や
（
一
社
）
日
本
冷
凍
空
調
工
業
会
、

フ
ロ
ン
回
収
装
置
メ
ー
カ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
冷
媒
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は
、
各
回
収
装

置
本
体
の
ラ
ベ
ル

や
取
扱
説
明
書
に

掲
載
さ
れ
て
い
る

Q
R
コ
ー
ド
か
ら

確
認
で
き
ま
す
。

　

回
収
可
能
な
冷

媒
の
情
報
は
年
に

2
回
更
新
さ
れ
る

た
め
、
新
し
い
冷

媒
を
回
収
す
る
際

に
は
最
新
の
情
報

を
確
認
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま

た
、
新
し
い
低

G
W
P
冷
媒
の
中

に
は
わ
ず
か
に
燃

焼
性
を
持
つ
特
定

不
活
性
ガ
ス
に
分

類
さ
れ
る
も
の
も

あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
な
い
フ

ロ
ン
回
収
装
置
も
存
在
す
る
た
め
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
回
収
装

置
の
自
己
認
証
一
覧
表
に
は
各
メ
ー

カ
ー
の
フ
ロ
ン
回
収
装
置
の
回
収
可
能

冷
媒
と
併
せ
て
各
冷
媒
の
回
収
時
に
使

用
で
き
る
容
器
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ

て
お
り
、
適
切
な
回
収
容
器
に
回
収
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
低
G
W
P
冷
媒

に
は
従
来
の
冷
媒
に
比
べ
て
圧
力
が
高

い
も
の
も
あ
り
、
今
ま
で
よ
り
高
い
耐

圧
試
験
圧
力
（
6
M
P
a
）
の
F
C
4

類
容
器
の
規
格
が
新
た
に
高
圧
ガ
ス
保

安
法
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
F
C
4
類
対
応
の
冷
媒
は
記
載

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
F
C
4

類
容
器
へ
の
回
収
が
必
要
な
圧
力
が
高

い
冷
媒
が
登
場
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
回
収
可
能
な
フ
ロ
ン
回

収
装
置
だ
け
で
な
く
、
そ
の
冷
媒
に
使

用
可
能
な
回
収
容
器
の
規
格
に
つ
い
て

も
あ
わ
せ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

回
収
容
器
を
使
用
す
る
際
は
、
冷
媒

の
種
類
を
容
器
に
表
示
す
る
こ
と
が
高

圧
ガ
ス
保
安
法
で
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
表
示
す
る
文
字
の
サ
イ
ズ
や
色
も

規
定
さ
れ
て
お
り
、
内
容
積
20
L
～

1
2
0
L
の
容
器
に
は
、
消
え
な
い
よ

う
に
油
性
白
色
マ
ー
カ
ー
で
冷
媒
名
を

5
㎝
平
方
以
上
の
大
き
さ
で
記
載
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

冷
媒
名
を
表
示
し
て
い
な
い
容
器
に

回
収
し
た
り
、
容
器
に
表
示
さ
れ
た
以

外
の
冷
媒
を
入
れ
た
り
、
異
な
る
冷
媒

を
混
合
し
て
同
一
の
容
器
に
回
収
し
た

り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

の
規
定
を
遵
守
し
、
安
全
で
適
切
な
回

収
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
も
新
し
い
低
G
W
P
冷
媒
が
冷

凍
空
調
機
器
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
回
収
し
た

こ
と
が
な
い
新
し
い
冷
媒
の
回
収
作
業

を
行
う
際
に
は
、
回
収
す
る
冷
媒
に
対

応
し
た
フ
ロ
ン
回
収
装
置
や
回
収
容

器
、
そ
の
他
必
要
な
機
材
を
事
前
に
準

備
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
準
備
に
あ

た
っ
て
は
、
上
述
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

https://www.jreco.or.jp/rrc/jikoninsyo.pdf

JRECOからのお知らせ

RRC登録冷媒回収技術者講習会で使用するテキストの事前送付手数料が変わります。
現在の事前送付手数料は550円（税込）ですが、郵便料金の値上げに伴い、
2025年1月1日以降から事前送付手数料は660円（税込）に変更になります。

RRC登録冷媒回収技術者講習会の
受講を計画している会社様へ
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AGCの低GWP冷媒
“AMOLEA®1224yd”

AGC株式会社 新商品開発部　先端素材商品開発室　 
福島 正人

　

A
M

O
LEA

®

は
、
「
性
能
や
機
能
は

そ
の
ま
ま
に
、GW

P 

を
大
幅
に
低
減
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で A

GC

が
開
発
し

た
次
世
代
の
冷
媒
・
溶
剤
の
ブ
ラ
ン
ド

で
す
。A

G
C

はA
M

O
LEA

®

の
開
発
を

通
し
て
、
地
球
環
境
に
優
し
い
社
会
の

実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

　

A
M

O
LEA

®1224yd

は
、
①
熱
的
・

化
学
的
安
定
性
が
高
い
、
②
金
属
・
樹

脂
・
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
へ
の
影
響
が
小
さ

い
、
③
不
燃
性
、
低
毒
性
等
の
優
れ
た

特
長
を
有
し
て
お
り
、
国
内
外
の
環
境

AMOLEA®
1224yd

HFO-
1233zd(E)

HFO-
1336mzz(Z) HFC-245fa

分子量 [kg/kmol] 148.5 130.5 164.1 134.1

沸点 [℃] 14.85 18.13 33.45 15.05

臨界温度 [℃] 155.54 165.71 171.35 154.86

ASHRAE34・ISO817
安全区分 A1 A1 A1 B1

許容濃度 [ppm] 1000 800 500 300

燃焼性 なし なし なし なし

ODP(CFC-11＝1) 0.00023 0.00034 0 0

GWP(IPCC AR6) 0.88 3.88 2.08 962

フロン排出抑制法 非該当 非該当 非該当 該当

高圧ガス保安法 非該当 非該当 非該当 非該当

作動媒体 AMOLEA®
1224yd

HFO-
1233zd(E)

HFO-
1336mzz(Z)

HFC-
245fa

蒸発圧力 kPa 439 392 245 463

凝縮圧力 kPa 1743 1579 1100 1930

成績係数（COP） ― 4.27 4.44 4.34 4.27

体積能力（VHC） kJ/m3 3088 2959 1917 3388

作動媒体 AMOLEA®
1224yd

HFO-
1233zd(E)

HFO-
1336mzz(Z)

HFC-
245fa

凝縮圧力 kPa 260 230 137 268

蒸発圧力 kPa 683 612 397 731

膨張タービン
出口温度 ℃ 52.9 51.4 56.6 52.4

発電機の電力出力 kW 10.4 10.4 10.3 10.4

サイクル効率 － 0.066 0.067 0.066 0.066

基本特性

高温ヒートポンプ

バイナリー発電性能【凝縮温度：42℃、蒸発温度：77℃、有効発電量：10kW】

（凝縮温度：120℃、蒸発温度：60℃、過熱度：15K、過冷却度：10K、圧縮機効率：0.8）

（膨張タービン効率：0.80、循環ポンプ効率：0.60、発電機効率：0.95）

規
制
に
対
応
し
た
タ
ー
ボ
冷
凍
機
用
冷

媒
、
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
用
作
動
媒
体
、
発
泡
剤
や
溶
剤
、
洗

浄
剤
等
の
多
く
の
用
途
で
活
用
頂
い
て

い
ま
す
。

　

A
M

O
LE

A
®1224yd

は
、
乾
燥
性

（
配
管
内
で
の
液
残
り
の
懸
念
の
軽

減
）
、
洗
浄
性
（
冷
凍
機
油
・
加
工
油

と
の
溶
解
性
良
好
）
が
優
れ
る
と
共
に

設
備
に
与
え
る
影
響
が
小
さ
い
等
の
特

長
を
生
か
し
、
空
調
設
備
、
自
動
販
売

機
や
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、
プ
ラ
ン
ト
等
の

配
管
洗
浄
へ
の
利
用
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。

　

A
G

C

グ
ル
ー
プ
は
、
新
中
期
経
営
計

画A
G

Cplus-2026

に
お
け
る
主
要
戦
略

の
一
つ
に
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営

の
深
化
」
を
定
め
、
原
料
の
調
達
か
ら

お
客
様
の
使
用
に
至
る
ま
で
の
環
境
負

荷
を
低
減
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
生

命
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
地
球
の
持
続

可
能
性
に
貢
献
し
ま
す
。
今
後
も
次
世

代
冷
媒
の
開
発
を
通
じ
て
、
気
候
変
動

防
止
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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JRECOからのお知らせ

開発の経緯と特長
■低温室で常温切替の際に、制御基盤結露の為、故障が頻
発した経緯から，制御部を　製造庫外に出してセンサー分離
型にして結露を防止する。
■現在センサー分離型で既存の市販品は、非常に高価で装
置の予算に合わず、廉価版　が欲しかった。
■装置内に警報器設置箇所が複数あり、センサーの数に応
じ，1台の制御部で検出部の入力を増設可能にした。（画像の

製品は2個のセンサー接続が可能）
■制御盤内の占有スペースを少なくするため、マイコン制御に
して、コンパクト化を可能にした。
■制御部は制御盤に対応したレールマウントを採用した。
■センサーは別体式（有線）で、設置場所に取り付け可能なネ
ジ止め式にした。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
現
在
、
冷

凍
空
調
機
器
に
主
に
使
用
さ
れ
て
い
る
代

替
フ
ロ
ン
の
機
器
廃
棄
時
・
サ
ー
ビ
ス
時

の
回
収
徹
底
と
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
時
に
使

用
す
る
代
替
フ
ロ
ン
の
資
源
確
保
の
た

め
、
回
収
し
た
代
替
フ
ロ
ン
の
再
生
対
応

も
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

フ
ロ
ン
の
再
生
に
は
設
備
を
使

用
す
る
場
合
が
あ
り
、
１
日
の
処

理
量
に
よ
り
「
製
造
設
備
」
と
し
て

の
性
能
基
準
を
満
た
す
た
め
、

様
々
な
「
規
定
・
要
件
」
に
基
づ
い

た
設
計
を
施
し
、
届
け
出
及
び
、
認

定
が
必
要
で
す
。

「
規
定
・
要
件
」
の
中
で
「
可
燃
ガ

ス
、
毒
性
ガ
ス
又
は
特
定
不
活
性

ガ
ス
」
に
お
い
て
は
「
ガ
ス
漏
洩
検

知
警
報
設
備
と
そ
の
設
置
場
所
」

並
び
に
ガ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
「
警

報
設
定
値
」
が
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

近
年
、
特
定
不
活
性
冷
媒
R
32

を
再
生
・
再
利
用
す
る
需
要
が
あ

り
、
製
造
設
備
と
な
る
再
生
装
置

を
利
用
す
る
際
に
は
、
そ
の
装
置

に
前
記
の
「
ガ
ス
漏
洩
検
知
警
報

設
備
」
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
「
装
置
全
体
の
運
転

を
司
る
制
御
シ
ス
テ
ム
」
と
「
ガ
ス

漏
洩
検
知
警
報
設
備
」
と
を
連
動
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
冷
温
室
特
有
の
障

害
や
、
検
知
セ
ン
サ
ー
を
数
か
所
に
備
え

た
い
設
計
に
対
応
す
る
べ
く
、
弊
社
は

「
ガ
ス
漏
洩
検
知
警
報
装
置
」
を
開
発

し
、
特
定
不
活
性
ガ
ス
再
生
装
置
の
制
御

シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
み
ま
し
た
。

冷
媒
漏
え
い
検
知
器

プ
ロ
ス
テ
ッ
プ
株
式
会
社

第三回

概要・仕様
■本機は冷媒ガスの漏れを検知し、警報及びリレー接点によ
　る警報信号を発報します。
■半導体式冷媒ガスセンサーモジュールより出力されるアナ
　ログ信号をシングルポートコンピュータに取込みAD変換を
　行い数値を監視します。
■設定した以上の冷媒濃度を超えた場合に異常を検知し警
　報を発します。
■警報ガス濃度は本体内部のアナログボリュームにより、調
　整できます。
■検出濃度及び閾値は液晶モジュールに表示されます。

＊センサー作動電圧……………………… DC5V±0.1V
＊センサー作動電流……………………… -150mA
＊アナログ出力…………………………… 0~5V非線形
＊清浄空気出力…………………………… 1.5V
＊検知範囲………………………………… 10~10,000ppm
＊寿命……………………………………… 5年
＊作動許容温度……………………………（－10）~50℃
＊応答時間………………………………… 1秒以内
＊リカバリー時間………………………… 30秒

センサー/警報器 庫内センサー取付けイメージレールマウント部

差温式フルオロカーボン再生装置
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